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「古
民
家
に
花
開
く
」
ド
ン
ナ

ｏ
ギ
リ
ス
作
陶

展
　
２６
日

（木
）
～
１２
月
１
日

（火
）
、
総
社
市

総
社
２
の
旧
堀
和
平
邸
。
米
オ

ハ
イ
オ
州
出
身
で
、

瀬
戸
内
市
長
船
町
に
窯
を
持

つ
備
前
焼
作
家
ド
ン

ナ

・
ギ
リ
ス
さ
ん
の
個
展
。
同
展
実
行
委
の
丼
上

さ
ん

（０
８
６

ｏ
２
５
３

ｏ
９
１
２
２
）
。
写
真

は
展
示
作
品
。

醐鍛
詞
展‐曇
鰊
潮
■
「
１
は
鼈
古
町

（
こ
ま
ち
）
や
～

Ｋ

ｏ

ｍ

ａ

ｃ
い

ｌ
ｙ
ａ

ａ

ｒ

ｔ

ｐ

ｒ

ｏ

・Ｊ

ｅ

ｃ

ｔ
　
２‐
日

（土
）
～
２３
日

（月
）
１０
～
１５
時
、
鴨
方

町
鴨
方
の
か
も
が
た
町
家

公
園
。
連
日
テ
ー
マ
を
変

子
Ｌ
請
引
ト
ビ
ス
コ
お
が

や
ま
の
森
フ
ォ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
作
品
募
集
，
こ

に
接

続
し
、
所
定
の
入
カ
フ
ォ

ー
ム
で
応
募
す
る
。
締
め

切
り
は
１２
月
馬
日
（火
）
。

県
林
政
課

（０
８
６

ｏ
２

２
６

ｏ
７
４
ヽ
１
）
。

プ お

―
卜
事
情

か
や
ま

花 開 く I氏 賞 の 作 家 た ち 鋤 口藤竜・下道基行展

「め
ぐ
り
あ
う
時
間
」
と

題
し
た
第
５
回
Ｉ
氏
賞
受
賞

作
家
展
が

県
立
美
術
館

で

靭

催

中

だ
。
絵

画

期
珈

藩

晴

さ
ん
と
写
真

の
下
道
基

行
さ
ん
の
２
人
展
。
と
も
に

１
９
７
８
年
生
ま
れ

と

い

う
充
実
期
の
作
家
が
、
受
賞

を
機

に

一
段

と

飛

躍
し
た

姿
を
見
せ
る
展
覧
会
と
な

っ

て
い
る
。

Ｉ
氏
賞
は
川
上
郡
成
羽
町

（現
高
梁
市
）
出
身
の
伊
藤

謙
介
氏
が
、
県
ゆ
か
り
の
若

手
美
術
家
育
成
の
た
め
に
と

寄
付
し
た
基
金
を
基
に
設
け

ら
れ
た
賞
。
２
０
０
７
年
か

ら
毎
年
、
大
賞

（３
０
０
万

円
）
を
１
人
に
、
奨
励
賞

（１

０
０
万
円
）
を
２
人
に
贈
り
、

創
作
活
動

を
支
援

し

て

い

る
。
加
藤
さ
ん
は
Ｈ
年
度
、

下
道
さ
ん
は
１２
年
度
に
大
賞

を
受
賞
し
た
。

現
在
ベ
ル
リ
ン
で
活
動
し

て
い
る
加
藤
さ
ん
の
絵
画
は

赤
、
ピ
ン
ク
、
黄
、
青
な
ど

絞
り
立
て
の
よ
う
な
艶
の
あ

る
色
彩
の
乱
舞
に
ま
ず
目
を

奪
わ
れ
る
。
だ
が
立
ち
止
ま

っ
て
眺
め
る
と
建
造
物
や
動

物
、
鳥
類
、
木
々
、
戯
画
化

さ
れ
た
人
間
な
ど
地
球
の
情

景
が
描
き
込
ま
れ
て
い
る
。

彼
の
テ
ー
マ
は
「環
境
問
題
」

な
の
だ
。

７
日
に
開
か
れ
た
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
ト
ー
ク
で
、
加
藤
さ

ん
は
自
身
の
生
い
立
ち
を
語

り
始
め
た
。
新
見
市
の
山
村

で
生
ま
れ
、
豊
か
な
山
野
を

友
と
し
て
育

っ
た
が
、
父
の

都
合
で
東
京
の
大
都
会
に
移

り
、
都
市
生
活
に
落
胆
、
岡

山
に
帰

っ
て
来
た
。
新
見
の

自
然
を
愛
す
る
気
持
ち
が
強

く
、
進
む
環
境
破
壊
に
怒
り

を
持

っ
た
こ
と
か
ら
テ
ー
マ

が
決
ま

っ
た
。

展
示
さ
れ
た
新
作
１５
点
は

い
ず
れ
も
大
気
汚
染
、
資
源

の
枯
渇
、
原
発
汚
染
な
ど
環

境
問
題
ば
か
り
。
当
日
は
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
行
わ
れ
た

が
、
環
境
汚
染
に
対
す
る
悲

し
み
や
怒
り
を
芸
術
化
す
る

た
め
に
音
楽
を
流
し
な
が
ら

気
分
を
駆
り
立
て
ヽ
入
念
な

作
業
や
爆
発
的
な
タ

ッ
チ
を

調
整
し
な
が
ら
仕
上
げ
て
い

ノ
ヽ
。写

真
家
の
下
道
さ
ん
も
、

幼
少
年
時
代
は
岡
山
の
貝
塚

や
古
墳
ら
し
い
場
所
を
探
し

て
遊
ん
だ
。
就
い
た
仕
事
は

テ
レ
ビ
番
組
の
準
備
の
た
め

の
リ
サ
ー
チ
業
。
彼
の
カ
メ

ラ
ア
イ
は

「探
す
」
と
い
う

視
点
で
国
内
外
を
歩
く
。
現

在
は
愛
知
県
在
住
。

地
球
の
ど
こ
か
で
同
じ
時

間

に
夜
明

け

と

日
没

が

あ

る
。
十
字
架
の
立
ち
並
ぶ
墓

所
に
見
つ
け
た
鳥
居
。
用
水

路
に
置
か
れ
た
鉄
板
は
小
さ

な
橋
。
日
常
の
何
気
な
い
風

景
や
事
物
も
数
に
ま
と
ま
る

と
社
会
的
な
メ

ッ
セ
ー
ジ
と

な
る
。

彼
は
写
真
の
持

つ

「記
録

性
」
を
忘
れ
ず
、
さ
ら
に
写

真
集
に
し
て
伝
え
る
と
い
う

行
為
に
こ
だ
わ

っ
て
い
る
。

Ｉ
氏
賞
の
賞
金
を
基
に
自
ら

出
版
社
を
立
ち
上
げ
、
写
真

・集

「ｔ
ｏ
ｒ
ｉ
ｉ
」
を
発
刊
、

第
２
写
真
集

「ｂ
ｒ
ｉ
ｄ
ｇ

ｅ
」
は
特
別
な
ケ
ー
ス
を
し

つ
ら
え
て
会
場
ぼ
展
示
し
て

い
る
。
　
　
　
一

加
藤
さ
ん
は
一
メ
ッ
セ
ー

ジ
性
が
強
い
作
品
だ
が
、
同

時
に
ア
ー
ト
と
し
て
成
立
し

て
い
な
け
れ
ば
一
幸
い
ド
イ

ツ
で
は
評
価
さ
れ
、
個
展
も

度
々
開
き
、
生
活
も
安
定
し

た
」
。
　
　
　
一

下
道
さ
ん
は

ヽ
小
さ
な
出

版
社
は
家
庭
菜
園
の
よ
う
な

も
の
。
迷
い
な
が
ら
作
り
続

け
、
そ
の
行
為
が
自
分
の
作

品
に
な
れ
ば
と
思
う
」
と
語

る
。
　
　
　
　
　
・

Ｉ
氏
賞
受
賞
作
家
が
新
し

い
歩
み
を
始
め
る
。
期
待
と

予
感
を
感
じ
さ
せ
る
展
観
で

あ
る
。
　

　

　

一

「め
ぐ
り
あ
う
時
間
」
展

は
‐２
月
１３
日
ま
で
。

一
般
３

５
０
円
、
大
学
生
２
５
０
円
、

６５
歳
以
上
１
７
０
円
、
高
校

生
以
下
無
料
。
ま
た
、
奈
義

町
現
代
美
術
館
で
も
１２
月
１３

日
ま
で
下
道
基
待

「海
を
眺

め
る
方
法
」
を
開
催
中
。

（美
術
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

●
自
作
に
つ
い
て
語
る
加
藤
竜
さ
ん
●
自
作
へ
の
思
い
を
話
す
下
道
基
行
さ
ん

柳生 尚志


